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右
の
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問
主
意
書
を
提
出
す
る
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大
蔵
省
は
、
昭
和
五
十
一
年
二
月
六
日
、
在
日
米
軍
か
ら
の
返
還
財
産
―
米
軍
基
地
跡
地
―
の
処
理
方
針
に
つ

い
て
、
国
有
財
産
中
央
審
議
会
返
還
財
産
処
理
小
委
員
会
の
審
議
に
付
し
た
。
大
蔵
省
が
同
小
委
員
会
に
示
し
た

処
理
方
針
に
よ
る
と
、

(一 )
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
基
地
跡
地
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
三
等
分
し
て
、
地
元

地
方
公
共
団
体
が
三
分
の
一
、
国
や
政
府
機
関
、
特
殊
法
人
な
ど
が
三
分
の
一
、
残
り
三
分
の
一
は
処
分
を
保
留

し
て
大
蔵
省
が
普
通
国
有
財
産
と
し
て
留
保
す
る
。

(二 )
処
分
価
格
の
基
準
は
、
公
園
用
地
の
場
合
は
、
面
積
の
二

分
の
一
を
時
価
売
却
、
残
り
を
無
償
貸
し
付
け
と
し
、
学
校
・
病
院
・
公
民
館
な
ど
の
建
設
用
地
の
場
合
は
時
価

の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
で
売
却
す
る
、
と
い
う
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
蔵
省
に
よ
れ
ば
、
当

面
、
こ
の
「
三
分
割
有
償
処
分
方
式
」
の
対
象
に
し
て
い
る
基
地
跡
地
は
、
府
中
空
軍
施
設
（
大
部
分
）
、
キ
ャ
ン
プ 
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三 

 



 

言
う
ま
で
も
な
く
、
国
有
財
産
は
国
民
の
財
産
で
あ
つ
て
、
立
地
条
件
や
社
会
・
経
済
条
件
の
許
す
限
り
広
範

な
国
民
生
活
向
上
の
た
め
に
活
用
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
、
そ
れ
が
、
米
軍
基
地
跡
地
で
あ
る
場
合
、

そ
の
基
地
周
辺
住
民
を
始
め
、
関
係
地
方
自
治
体
が
被
つ
て
き
た
基
地
に
よ
る
深
刻
な
被
害
と
そ
こ
か
ら
当
然
生

れ
る
住
民
感
情
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
住
民
と
関
係
自
治
体
が
粘
り
強
く
進
め
て
き
た
米
軍
基
地
返
還
の
世
論
と

運
動
の
結
果
、
今
日
、
返
還
財
産
と
し
て
国
の
手
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
大
き
な
貢
献
の
事
実
な
ど

を
正
し
く
評
価
し
て
、
地
元
地
方
自
治
体
に
よ
る
利
用
を
優
先
さ
せ
、
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

朝
霞
（
南
地
区
の
大
部
分
、
二
八
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
立
川
飛
行
場
、
大
和
空
軍
施
設
（
三
四
・
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
、
関
東
村
住
宅
地
区
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
飛
行
場
（
住
宅
地
区
の
大
部
分
）
、
水
戸
対
地
射
爆
撃
場
（
一
、
一
四
七
・

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
キ
ャ
ン
プ
淵
野
辺
（
六
六
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
横
浜
海
浜
住
宅
地
区
、
北
富
士
演
習
場
（
一

部
、
一
、
六
八
二
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
一
〇
施
設
に
及
ん
で
い
る
。 

四 

 



 

し
か
る
に
、
今
回
の
大
蔵
省
の
処
理
方
針
は
、
地
元
住
民
や
関
係
地
方
自
治
体
の
要
求
や
跡
地
利
用
計
画
構
想

な
ど
を
積
み
上
げ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
努
力
と
経
過
を
全
く
無
視
し
て
、
一
方
的
に
天
下
り
的
な
処
理
方
針
を
押

し
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
基
地
跡
地
周
辺
住
民
や
関
係
地
方
自
治
体
か
ら
こ
の
大
蔵
省
の

処
理
方
針
に
反
対
す
る
意
思
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
極
め
て
当
然
で
あ
る
。 

三 

「
三
分
割
有
償
処
分
方
式
」
の
理
論
的
根
拠
は
な
に
か
。
合
理
的
根
拠
を
詳
述
せ
よ
。 

一 

大
蔵
省
が
、
前
記
小
委
員
会
に
提
示
し
た
米
軍
基
地
跡
地
の
処
理
方
針
の
具
体
的
内
容
の
詳
細
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

二 

「
三
分
割
有
償
処
分
方
式
」
を
具
体
的
な
跡
地
の
立
地
条
件
や
返
還
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
経
過
、
基
地
周
辺

住
民
や
関
係
地
方
自
治
体
に
よ
る
跡
地
利
用
計
画
構
想
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
成
熟
な
ど
を
無
視
し
て
一
律
に
適

用
し
よ
う
と
す
る
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

よ
つ
て
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
質
し
た
い
と
思
う
。 

五 

 



 

四 
「
三
分
割
有
償
処
分
方
式
」
を
一
律
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
基
地
跡
地
の
立
地
条
件
、
基
地
返
還
に

対
す
る
地
元
住
民
や
関
係
地
方
自
治
体
の
世
論
と
運
動
の
歴
史
的
経
過
、
地
元
の
跡
地
利
用
計
画
構
想
の
成
熟

度
、
基
地
跡
地
の
面
積
の
差
異
、
基
地
跡
地
所
在
地
域
の
人
口
過
密
度
な
ど
を
全
く
考
慮
し
な
い
も
の
に
な
つ

て
、
国
有
財
産
の
民
主
的
で
公
平
な
利
用
の
原
則
を
踏
み
に
じ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
政
府

は
、
基
地
跡
地
を
め
ぐ
る
個
別
具
体
的
条
件
や
地
元
関
係
自
治
体
の
意
思
を
ど
の
よ
う
に
配
慮
す
る
か
。 

五 

「
三
分
割
有
償
処
分
方
式
」
を
一
律
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
第
二
に
、
地
元
住
民
や
関
係
自
治
体
の
意
思
に
沿

わ
な
い
国
又
は
政
府
機
関
、
特
殊
法
人
の
施
設
や
事
業
を
、
地
元
地
方
自
治
体
へ
の
三
分
の
一
の
有
償
提
供
と

引
き
替
え
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
つ
て
、
今
日
ま
で
基
地
に
よ
る
深
刻
な
被
害
で
苦
し
め
て
来
た
地
元
住
民

と
地
方
自
治
体
を
再
び
じ
ゆ
う
り
ん
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ど
う
か
。
政
府
は
、
基
地
周
辺
住
民
や
関
係
地
方

自
治
体
の
深
刻
な
被
害
や
労
苦
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

六 

さ
ら
に
、「
三
分
割
有
償
処
分
方
式
」
は
、
国
有
財
産
法
及
び
国
有
財
産
特
別
措
置
法
に
も
違
反
す
る
も
の
で 

六 

 



 

七 

神
奈
川
県
相
模
原
市
の
キ
ャ
ン
プ
淵
野
辺
の
場
合
、
相
模
原
市
及
び
神
奈
川
県
の
跡
地
利
用
計
画
で
は
、
こ

こ
に
小
・
中
学
校
各
一
校
、
高
等
学
校
三
校
と
運
動
公
園
の
用
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
、
小
・
中
学

校
用
地
と
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
無
償
貸
し
付
け
を
、
高
校
用
地
に
つ
い
て
は
半
額
譲
与
を
求
め
て
き
た
が
、

こ
の
「
三
分
割
有
償
処
分
方
式
」
に
よ
る
と
、
利
用
面
積
が
三
分
の
一
に
な
つ
て
そ
の
事
業
計
画
規
模
も
三
分
の 

は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
右
各
法
律
に
よ
れ
ば
、
緑
地
・
公
園
・
ご
み
又
は
し
尿
処
理
施
設
・
人
口
急
増
地
域

の
小
中
学
校
・
保
育
園
な
ど
の
用
地
に
つ
い
て
は
五
割
以
内
を
減
額
し
た
対
価
で
の
譲
与
を
定
め
て
い
る
が
、

こ
れ
は
貸
し
付
け
又
は
譲
与
を
受
け
る
地
方
自
治
体
な
ど
の
財
政
状
況
や
予
定
さ
れ
て
い
る
施
設
な
ど
の
計
画

実
現
の
緊
急
性
や
必
要
性
を
、
処
分
の
都
度
具
体
的
に
し
や
く
量
し
て
決
め
る
法
意
で
あ
る
。
そ
れ
を
一
律
の

有
償
処
分
方
式
を
決
め
て
前
記
各
法
律
の
具
体
的
な
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
前
記
各
法
律
の
法
意
を
踏
み

に
じ
つ
て
、
行
政
官
庁
に
よ
る
国
有
財
産
の
恣
意
的
な
処
分
を
放
任
す
る
と
い
う
重
大
な
誤
り
を
犯
す
も
の
で

は
な
い
か
。 

七 

 



 

八 

キ
ャ
ン
プ
淵
野
辺
は
、
特
定
国
有
財
産
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
同
特
別
会
計
よ
り
米
軍
施
設
移
転
費
と
し 

 

て
、
昭
和
四
十
八
年
度
な
い
し
同
五
十
年
度
で
合
計
二
三
億
七
、
四
〇
〇
万
円
が
支
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ 

 

て
、
右
特
別
会
計
に
よ
れ
ば
、
そ
の
処
分
に
よ
つ
て
支
出
額
に
見
合
う
収
入
が
得
ら
れ
れ
ば
そ
の
目
的
を
達
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
前
記
国
有
財
産
関
係
二
法
の
具
体
的
な
適
用
に
よ
つ
て
も
、
国
庫
に
何
ら

損
失
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
そ
の
法
律
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
関
係

地
方
自
治
体
に
高
額
の
財
政
負
担
を
強
い
る
有
償
処
分
の
基
準
を
設
け
る
必
要
と
理
由
は
何
か
。
特
別
会
計
の 

一
に
減
縮
さ
れ
た
う
え
に
な
お
七
二
億
円
と
、
国
有
財
産
法
や
国
有
財
産
特
別
措
置
法
の
定
め
に
基
づ
い
て
関

係
地
方
自
治
体
の
要
求
す
る
処
分
方
法
と
し
て
算
出
さ
れ
る
二
六
億
円
の
地
元
負
担
額
の
三
倍
を
超
え
る
高
額

の
財
政
支
出
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
深
刻
な
地
方
財
政
危
機
と
人
口
急
増
に
よ
る
生
活
関
連
施
設
の
整

備
促
進
の
要
請
の
中
で
、
政
府
が
地
方
自
治
体
に
そ
の
求
め
る
土
地
の
三
分
の
一
を
三
倍
の
価
格
で
処
分
し
よ

う
と
す
る
政
策
の
具
体
的
な
妥
当
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。 

八 

 



 

 

九 

制
度
を
も
わ
い
曲
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。 

九 

政
府
は
、
キ
ャ
ン
プ
淵
野
辺
の
国
又
は
政
府
機
関
の
利
用
部
分
に
、
住
宅
公
団
の
住
宅
建
設
を
構
想
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
計
画
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

一
〇 

住
宅
公
団
法
に
よ
れ
ば
、
地
元
関
係
自
治
体
と
の
協
議
が
整
わ
な
い
限
り
公
団
住
宅
の
建
設
は
不
可
能
と

考
え
ら
れ
る
が
、
地
元
関
係
地
方
自
治
体
の
協
力
の
得
ら
れ
ぬ
状
況
で
政
府
の
住
宅
公
団
の
進
出
の
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。 

一
一 

以
上
の
よ
う
に
多
く
の
重
大
な
矛
盾
と
問
題
の
あ
る
「
三
分
割
有
償
処
分
方
式
」
を
撤
回
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


